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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式Ｉで表わされる化合物を含むゴキブリ、アリ及び／又はイガ成虫用昆虫忌避薬：

式中、
　Ｒ１はＨ、メチル、エチル、プロピル又はフェニル残基を表わし、及び
　Ｒ２はＨ、メチル、エチル、プロピル又はフェニル残基を表わす。
【請求項２】
　前記化合物が、Ｎ－メチル－ｐ－メンタン－３－カルボキサミド、Ｎ－エチル－ｐ－メ
ンタン－３－カルボキサミド、Ｎ－プロピル－ｐ－メンタン－３－カルボキサミド、Ｎ－
フェニル－ｐ－メンタン－３－カルボキサミド、Ｎ，Ｎ－ジメチル－ｐ－メンタン－３－
カルボキサミド及びＮ，Ｎ－ジエチル－ｐ－メンタン－３－カルボキサミドからなる群か
ら選択される、請求項１に記載の昆虫忌避薬。
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【請求項３】
　請求項１又は２に記載の化合物を含む昆虫忌避用組成物であって、溶剤、芳香成分、殺
虫剤及び昆虫忌避薬から選択される化合物をさらに含有する、上記組成物。
【請求項４】
　請求項１又は２に記載の化合物を含む、家庭用品、工業的クレンジング製品、ペット及
び家畜動物保護用製品、布地、プラスティック材料、及び被覆材料から選択される昆虫忌
避用製品。
【請求項５】
　昆虫忌避薬として薬剤を使用するための指示書とともに請求項１又は２に記載の昆虫忌
避薬を含むパッケージ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
　本発明は、昆虫忌避特性を有する組成物及びその使用に関する。
【０００２】
　多くの昆虫が厄介な存在として知られており、かなりの種類の昆虫は健康に有害でさえ
ある。蚊は黄熱病、デング熱、脳炎及びマラリアなどの病気を伝染させることが知られて
いる。ゴキブリの糞便及びそれらの死骸はハウスダスト中の重大なアレルゲンとして特定
されており、子供に喘息を発症させる。従って、これらの害虫を撲滅するために、又は少
なくとも制御するために、かなりの努力が払われてきた。現在まで、種々の効果的な殺虫
剤が生産されているが、種々の昆虫はこれらに対して耐性を発現しており、別の昆虫はま
た、これらを検知し、回避することができる。かなり多くの殺虫剤はヒト及びその他の動
物の生命に対して望ましくない作用を有することから、それらの使用はしばしば、制限さ
れるか、又は禁止さえされている。さらにまた、公衆は以前には当然と思われていた多く
の化学物質の安全性に敏感になっており、また疑問を有する傾向にある。さらに、公衆は
低濃度で適用することができる製品を求めている。
【０００３】
　前記問題に基づいて、昆虫を排除するために、相違する原理に基づく製品が求められて
いる。昆虫に対する物理的障壁は常時可能という訳ではないことから（例えば、野外の場
合）、昆虫忌避薬は重要になってきている。
　昆虫忌避特性を有する或る種の化合物は、例えばシトロネラ油、トルーバルサム、ペル
ーバルサム、カンファーなどの物質を包含する。別種の天然源が研究者により検討されて
おり、例えば選ばれた害虫に対する各種ユーカリの忌避効果が検討されている。
【０００４】
　デルホン（Delphone）（商標）として市場で入手することができるジエチル－ｍ－トル
アミド（ＤＥＥＴ）は、頻繁に使用される忌避剤になっており、一般的であると考えられ
ており、又は広範囲の昆虫の忌避薬であると言われている。しかしながら、アレルゲン性
の可能性に関する懸念のため、より危険性が低い昆虫忌避薬の研究を惹起した。
【０００５】
　米国特許第5,182,305号には、Ｎ－アリール及びＮ－シクロアルキルネオアルカンアミ
ド化合物が、昆虫忌避特性を有するものとして開示されている。それらが適用される表面
上での良好な永続性によって、長期間持続性忌避性を達成することができる。同様に、米
国特許第5,391,578号には、Ｎ－低級アルキルネオアルカンアミド化合物が昆虫忌避性の
長期持続性効果の点で、ＤＥＥＴよりも優れていることが開示されている。ＷＯ00/16738
には、メンチル２－ピロリドン－５－カルボキシレートが、ＤＥＥＴに比較して、効果的
な昆虫忌避薬として開示されている。
【０００６】
　本発明の目的は、昆虫に対して格別の忌避活性を有する組成物を提供することにあった
。
　本発明のもう一つの目的は、チャバネゴキブリ（Ｇｅｒｍａｎ　ｃｏｃｋｒｏａｃｈｅ
ｓ）に対して格別の忌避効果を有する組成物を提供することにあった。
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　本発明のもう一つの目的は、低毒性であり、従ってヒト身体、愛玩動物及び家畜動物に
安全に適用される組成物を提供することにあった。
【０００７】
　驚くべきことに、式Ｉで表わされる化合物が、領域、場所、物品、材料及び構造物に、
ならびにそれらの表面に適用された場合、昆虫忌避性を有し、これらを昆虫の蔓延及び昆
虫による損傷に対して防護することが見出された。
　米国特許第4150052号は、際立った生理学的冷却活性を有するものとしてＮ－置換ｐ－
メタンカルボキサミド化合物を開示しており、この化合物は僅かな臭いを有するか、又は
無臭であり、また実質的に無毒性である。この化合物は当業者に公知の方法によって容易
に製造することができる。このような方法は、例えばメンタン－３－カルボン酸とチオニ
ルクロライドから得られる、ｐ－メンタンカルボニルクロライドのピリジンなどのプロト
ン捕獲剤の存在下における適当なアミンとの反応を包含する。
【０００８】
　これらの化合物は、式Ｉで表わされる３－置換－ｐ－メンタンである：

【０００９】
式中、
　Ｒ1及びＲ2は、Ｈ、もしくは炭素原子１～２０個を有する直鎖状又は分枝鎖状の飽和叉
は不飽和脂肪族又はヘテロ脂肪族残基、もしくは環系に対する又は環系上の任意の置換基
の炭素原子を計算に入れずに、炭素原子４～８個を有する環状残基を表わし、またこの環
系及びこの環系に対する又は環系上の任意の置換基の炭素原子数は、２０個よりも少なく
、
及びＲ1がＨである場合、Ｒ2はまた、１０個までの炭素原子を有する置換又は非置換のア
リール又はヘテロアリール残基、例えば置換されているフェニル、フェンアルキル又は置
換されているフェンアルキル、ナフチル、ピリジルであることができ、もしくは
【００１０】
　Ｒ1及びＲ2は、これらが結合している窒素原子と一緒になって、環系に対する又は環系
上の任意の置換基の炭素原子を計算に入れずに、炭素原子４～８個を有する環状又はヘテ
ロ環状の飽和又は不飽和環系を表わし、この環系及びこの環系に対する又は環系上の置換
基の炭素原子数は２０個よりも少ない。このような環系は、例えばピペリジノ、モルホリ
ノなどであることができる。
【００１１】
　上記定義において、「脂肪族又はヘテロ脂肪族残基」の用語は、例えばアルキル、シク
ロアルキル、アルケニル、シクロアルケニル、アルキニル、アルコキシアルキル、アリー
ルオキシアルキル、アルキルアミノアルキル、アリールアミノアルキル及びこれらの類似
の組合せを包含する。
　本発明による化合物は、３個のステレオジェン中心（stereogenic center）を有し、８
種の立体異性体を与える。従って、本発明の範囲には、全部の可能な立体異性体が包含さ
れる。一般に、天然産生メントール［（－）３－ｐ－メンタノール］から誘導される式（
Ｉａ）で表わされる化合物は、さらに容易に入手することができ、従って好適である：
【００１２】
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【００１３】
　式Ｉ又は式Ｉａで表わされる下記の化合物は好適である：
　該式中、Ｒ1はＨを表わし、及びＲ2は、炭素原子１～２０個を有する直鎖状若しくは分
枝鎖状の飽和若しくは不飽和脂肪族若しくはヘテロ脂肪族残基、又は環系に対する若しく
は環系上の任意の置換基の炭素原子を計算に入れずに、炭素原子４～８個を有する環状残
基を表わす；あるいは
　Ｒ1はメチルを表わし、及びＲ2は、炭素原子１～２０個を有する直鎖状若しくは分枝鎖
状の飽和若しくは不飽和脂肪族若しくはヘテロ脂肪族残基、又は環系に対する若しくは環
系上の任意の置換基の炭素原子を計算に入れずに、炭素原子４～８個を有する環状残基を
表わす；あるいは
【００１４】
　Ｒ1はエチルを表わし、及びＲ2は、炭素原子１～２０個を有する直鎖状若しくは分枝鎖
状の飽和若しくは不飽和脂肪族若しくはヘテロ脂肪族残基、又は環系に対する若しくは環
系上の任意の置換基の炭素原子を計算に入れずに、炭素原子４～８個を有する環状残基を
表わす；あるいは
　Ｒ1はプロピルを表わし、及びＲ2は環系に対する又は環系上の任意の置換基の炭素原子
を計算に入れずに、炭素原子４～８個を有する直鎖状若しくは分枝鎖状の飽和若しくは不
飽和脂肪族若しくはヘテロ脂肪族残基を表わす；あるいは
【００１５】
　Ｒ1はＨ、又は直鎖状若しくは分枝鎖状Ｃ1～Ｃ6脂肪族若しくはヘテロ脂肪族残基を表
わし、及びＲ2はＨ、又は直鎖状若しくは分枝鎖状Ｃ1～Ｃ6脂肪族若しくはヘテロ脂肪族
残基を表わす；あるいは
　Ｒ1はＨを表わし、及びＲ2はＨ、又は直鎖状若しくは分枝鎖状Ｃ1～Ｃ8脂肪族又はヘテ
ロ脂肪族残基を表わす；あるいは
【００１６】
　Ｒ1はＨを表わし、及びＲ2は１０個までの炭素原子を有する置換又は非置換のアリール
又はヘテロアリール残基を表わす；あるいは
　Ｒ1及びＲ2は、これらが結合している窒素原子と一緒になって、環系に対する又は環系
上の任意の置換基の炭素原子を計算に入れずに、炭素原子４～８個を有する環状又はヘテ
ロ環状の飽和又は不飽和環系を形成している。
【００１７】
　さらに好適な化合物には、下記化合物がある：
　Ｎ－メチル－ｐ－メンタン－３－カルボキサミド、
　Ｎ－エチル－ｐ－メンタン－３－カルボキサミド、
　Ｎ－プロピル－ｐ－メンタン－３－カルボキサミド、
　Ｎ－イソプロピル－ｐ－メンタン－３－カルボキサミド、
　Ｎ－ブチル－ｐ－メンタン－３－カルボキサミド、
　Ｎ－ｓｅｋ－ブチル－ｐ－メンタン－３－カルボキサミド、
　Ｎ－ｔｅｒｔ－ブチル－ｐ－メンタン－３－カルボキサミド、
　Ｎ－ペンチル－ｐ－メンタン－３－カルボキサミド、
　Ｎ－イソペンチル－ｐ－メンタン－３－カルボキサミド、
　Ｎ－ヘキシル－ｐ－メンタン－３－カルボキサミド、
【００１８】
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　Ｎ－オクチル－ｐ－メンタン－３－カルボキサミド、
　Ｎ－エチルヘキシル－ｐ－メンタン－３－カルボキサミド、
　Ｎ，Ｎ－ジメチル－ｐ－メンタン－３－カルボキサミド、
　Ｎ，Ｎ－ジエチル－ｐ－メンタン－３－カルボキサミド、
　Ｎ，Ｎ－ジプロピル－ｐ－メンタン－３－カルボキサミド、
　Ｎ，Ｎ－ジブチル－ｐ－メンタン－３－カルボキサミド、
　Ｎ，Ｎ－ジヘキシル－ｐ－メンタン－３－カルボキサミド、
　Ｎ，Ｎ－ジトリデシルアミン－ｐ－メンタン－３－カルボキサミド、
　Ｎ－メチル－Ｎ－ブチル－ｐ－メンタン－３－カルボキサミド、及び
　Ｎ－エチル－Ｎ－ブチル－ｐ－メンタン－３－カルボキサミド。
【００１９】
　本発明による組成物は、少なくとも１種の式Ｉで表わされる化合物を昆虫忌避に有効な
量で含有する。下記に示す種々の組成物中に配合される式Ｉで表わされる化合物の量は、
広い範囲内で変えることができる。この量は、これらの化合物が添加される組成物の性質
及び意図する用途並びに別種の昆虫忌避薬の存在又は不存在によって決まる。本発明によ
る化合物の典型的濃度は、床クリーナー用の稀釈使用形態における１ｐｐｍから最終製品
中に濃縮物として導入される組成物中における２０重量％までである。この濃度範囲は重
要ではないものと考えられることから、さらに変更することもできる。
【００２０】
　式Ｉ又は式Ｉａで表わされる化合物を含有する組成物は、昆虫に対して防護されるべき
物体に、直接、液状溶液若しくは分散液として、エアゾル若しくはエアスプレイとして又
は、粉末状担体中若しくは適当な組成物中に分散させて適用される。
　昆虫忌避に有用な製品の例には、洗剤組成物、クリーニング組成物、塗料、壁紙、室内
装飾材料及び／又は絨毯用洗剤、液状石鹸、棒状石鹸、床磨き剤、床用ワックス、家具磨
き剤などがある。ヒト身体からの昆虫の忌避に有用な製品もまた、本発明の範囲内に包含
され、香水、コロン、皮膚用クリーム、サンクリーム、皮膚用ローション、デオドラント
、タルク、入浴用油剤、石鹸、シャンプー、ヘアコンディショナー及びスタイリング剤等
の組成物を包含する。
【００２１】
　本発明による組成物は、式Ｉで表わされる化合物を別種の公知昆虫忌避薬、例えばこれ
らに制限されないものとして、Ｎ，Ｎ－ジエチル－ｍ－トルアミド（ＤＥＥＴ）、Ｎ，Ｎ
－ジエチル－ベンズアミド、メンチル２－ピロリドン－５－カルボキシレート、Ｎ－アリ
ール及びＮ－シクロアルキルネオアルカンアミド、Ｎ－低級アルキルネオアルカンアミド
及びネペタラクトンと組合せて含有することができる。本発明による組成物はまた、それ
らの昆虫忌避特性が知られている天然油を含有することもできる。このような油の例には
、これらに制限されないものとして、シトロネラ油、イヌハッカ油、ユーカリ油、サイプ
レス油、ガルバナム油、トルーバルサム及びペルーバルサムがある。
【００２２】
　式Ｉで表わされる化合物はまた、殺虫剤中に使用し、一つの領域から昆虫を排除するこ
とができ、また或る場所に対して昆虫を排除することができる。この場合、殺虫剤の使用
は特定の領域、例えば台所などにおける昆虫の活動を回避させるため適用される。別法と
して、式Ｉで表わされる化合物は、忌避活性が失われた後、処理領域が依然として昆虫に
対して安全でないように、殺虫剤とともに配合することができる。
　式Ｉで表わされる化合物は、液状組成物に直接に、又は好ましくは式Ｉで表わされる化
合物を１種又は２種以上の芳香化合物、芳香組成物などと混合し、次いで生成する混合物
を組成物に添加することによって添加することができる。
【００２３】
　このような芳香化合物は天然及び／又は合成由来のものであることができ、例えば天然
及び合成成分は、「天然由来の香料及びフレーバー物質」(Perfume and Flavor Material
s of Natural Origin)、S.Arctander編集、Elizabeth,N.J.,1960年及び「香料及びフレー
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バー化学物質」（Perfume and Flavor Chemicals）、S.Arctander編集、Ｉ＆ＩＩ巻、All
ured出版社、Ｃarol Stream,USA,1994年に見出すことができる。式Ｉで表わされる化合物
はまた、溶液の形態で本発明による組成物に添加することができる。使用することができ
る溶剤は、当業者にとって公知であり、例えばエタノール、エチレングリコール、プロピ
レングリコール、ジエチルフタレート及びジメチルフタレートを包含する。好適溶剤とし
て、ジメチルフタレートが使用され、この溶剤はその昆虫忌避特性が知られている。
【００２４】
　本発明による組成物は、前記組成物の配合に常用されるその他の成分を含有することが
できる。このような成分は当業者にとって公知であり、例えば発泡防止剤、抗微生物剤、
酸化防止剤、再沈着防止剤、漂白剤、着色剤、乳化剤、酵素、脂肪，蛍光剤、殺カビ剤、
向水性物質、湿潤剤、光学的光沢剤、香料担体、香料、保存剤、タンパク質、シリコン類
、汚れ放出剤、可溶化剤、糖誘導体、サンスクリーン、界面活性剤、ビタミン類、ワック
スなどを包含する。
【００２５】
　式Ｉで表わされる化合物は、接触性忌避薬及び蒸気性忌避薬の両方として格別の効果を
有する。これらの化合物は忌避作用、特に制御が最も困難な家庭害虫であると考えられて
いるチャバネゴキブリに対する忌避作用の点で、種々の市販昆虫忌避薬よりも優れている
。それらの低い蒸気圧の観点から、式Ｉで表わされる化合物は、これらが適用された表面
上に長時間滞在する。この長期滞在性昆虫忌避特性は使用濃度に応じて、局所的適用後、
２～３週間までの期間にわたり持続することができる。さらにまた、式Ｉで表わされる化
合物は、本発明の目的である組成物中で充分に安定であり、それらの昆虫忌避性を保持す
る。
【００２６】
　本発明による組成物はまた、それらの製造工程間に種々の材料中に配合することができ
る。本発明による組成物を押出し加工中に製品中に配合することによる本発明による組成
物を含有する製品の調製方法は、好適である。
　式Ｉで表わされる化合物はまた、それらのチャバネゴキブリに対する効果に加えて、ア
リ、ハチ、ノミ、ハエ、スズメバチ、蚊、蛾、シミ及びジガバチなどの別種の昆虫に対し
て、ならびにダニ、クモ及びマダニなどのクモガタ綱動物に対して有効である。
【００２７】
　蚊に対する効果はまた、経済的理由で、特にアノフェレスカ属（Anopheles）［この昆
虫はマラリアの公知のキャリアーであり、またフィラリア症及び脳炎も伝染させる］、イ
エカ属（Culex）［この昆虫はウイルス性脳炎及びフィラリア症のキャリアーである］及
びヤブカ属（Aedes）［この昆虫は黄熱病、デング熱及び脳炎のキャリアーである］に対
して重要である。
【００２８】
　本発明を下記例によってさらに説明する。
例１
　式Ｉ及び式Ｉａで表わされる化合物は、米国特許第4,150,052号（Watson等、1977年5月
16日）に記載の方法に従い、ｐ－メンタン－３－カルボン酸から製造された。
Ｎ－メチル－ｐ－メンタン－３－カルボキサミド（１）：
1Ｈ－ＮＭＲ（４００ＭＨｚ、ＣＤＣｌ3）：０．７７（ｄ，３Ｈ，Ｊ＝６．９，ＣＨ3）
；０．８９（ｄ，３Ｈ，Ｊ＝６．３，ＣＨ3）；０．９０（ｄ，３Ｈ，Ｊ＝７．０，ＣＨ3

）；０．９０－１．０６（ｍ，２Ｈ，ＣＨ2）；１．２５（ｑｕｉｎｔ．，１Ｈ，Ｊ＝１
２．０，ＣＨ）；１．２７－１．３８（ｍ，１Ｈ，ＣＨ）；１．５３（ｔｔ，１Ｈ，Ｊ＝
１１．３，２．８，ＣＨ）；１．６４－１．８０（ｍ，４Ｈ，２ＣＨ2）；１．９９（ｔ
ｄ，１Ｈ，Ｊ＝１１．３，３．４，ＣＨ）；２．８１（ｄ，３Ｈ，Ｊ＝４．８，ＣＨ3）
；５．５６（広い、１Ｈ，ＮＨ）。
　ＩＲ（νmax，ｃｍ-1，ＡＴＲ）：３２７５ｍ，２９５７ｍ，２９２８ｍ，１６３６ｓ
，１５５８ｍ。
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　ＭＳ［ｍ／ｚ（ＥＩ）］：１９７（Ｍ+，１５％），１５４（２０），８６（９５），
７３（１００），５８（３５），５５（４３）。
【００２９】
Ｎ－エチル－ｐ－メンタン－３－カルボキサミド（２）：
1Ｈ－ＮＭＲ（４００ＭＨｚ、ＣＤＣｌ3）：０．７８（ｄ，３Ｈ，Ｊ＝６．９，ＣＨ3）
；０．８９（ｄ，３Ｈ，Ｊ＝６．４，ＣＨ3）；０．９０（ｄ，３Ｈ，Ｊ＝６．９，ＣＨ3

）；０．８９－１．０７（ｍ，２Ｈ，ＣＨ2）；１．１２（ｔ，３Ｈ，Ｊ＝７．０，ＣＨ3

）；１．２７（ｑｕｉｎｔ．，１Ｈ，Ｊ＝１２．０，ＣＨ）：１．２２－１．４０（ｍ，
１Ｈ，ＣＨ）；１．４４－１．６０（ｍ，１Ｈ，ＣＨ）；１．６２－１．８２（ｍ，４Ｈ
，２ＣＨ2）；１．９８（ｔｄ，１Ｈ，Ｊ＝１１．４，３．３，ＣＨ）；３．２０－３．
４０（ｍ，２Ｈ，ＮＣＨ2）；５．５２（広い、１Ｈ，ＮＨ）。
　ＩＲ（νmax，ｃｍ-1，ＡＴＲ）：３２７０ｍ，２９５７ｍ，２９２５ｍ，２８６９ｍ
，１６３７ｓ，１５５９ｍ。
　ＭＳ［ｍ／ｚ（ＥＩ）］：２１１（Ｍ+，１５％），１６８（２０），１００（９７）
，８７（１００），８３（２２），７２（３６），５５（５０），４４（３２）。
【００３０】
Ｎ－プロピル－ｐ－メンタン－３－カルボキサミド（３）：
1Ｈ－ＮＭＲ（４００ＭＨｚ、ＣＤＣｌ3）：０．７８（ｄ，３Ｈ，Ｊ＝６．９，ＣＨ3）
；０．８８－０．９４（ｍ，９Ｈ，ＣＨ2，３ＣＨ3）；０．９０－１．０７（ｍ，２Ｈ，
ＣＨ2）；１．２５（ｑｕｉｎｔ．，１Ｈ，Ｊ＝１２．１，ＣＨ）；１．２７－１．４０
（ｍ，１Ｈ，ＣＨ）；１．４７－１．５６（ｍ，３Ｈ，ＣＨ，ＣＨ2）；１．６５－１．
７８（ｍ，４Ｈ，２ＣＨ2）；１．９８（ｔｄ，１Ｈ，Ｊ＝１１．４，３．３，ＣＨ）；
３．１３－３．３０（ｍ，２Ｈ，ＣＨ2）；５．５６（広い、１Ｈ，ＮＨ）。
　ＩＲ（νmax，ｃｍ-1，ＡＴＲ）：３２８６ｍ，２９５６ｍ，２９２０ｍ，１６３７ｓ
，１５５３ｍ。
　ＭＳ［ｍ／ｚ（ＥＩ）］：２２５（Ｍ+，１５％），１８２（１８），１１４（８２）
，１０１（１００），８６（２８），５５（４５），４３（５２）。
【００３１】
Ｎ－フェニル－ｐ－メンタン－３－カルボキサミド（４）：
1Ｈ－ＮＭＲ（４００ＭＨｚ、ＣＤＣｌ3）：０．８３（ｄ，３Ｈ，Ｊ＝６．９，ＣＨ3）
；０．９１（ｄ，３Ｈ，Ｊ＝６．３，ＣＨ3）；０．９２（ｄ，３Ｈ，Ｊ＝６．９，ＣＨ3

）；０．９５－１．１０（ｍ，２Ｈ，ＣＨ2），１．３２（ｑｕｉｎｔ．，１Ｈ，Ｊ＝１
２．０，ＣＨ）；１．３０－１．４５（ｍ，１Ｈ，ＣＨ）；１．５９－１・９２（ｍ，５
Ｈ，ＣＨ，２ＣＨ2）；２．１６（ｔｄ，１Ｈ，Ｊ＝１１．３，３．５，ＣＨ）；７．０
９（ｔ，１Ｈ，Ｊ＝６．４）；７．２５（広い、１Ｈ，ＮＨ）；７．３１（ｍ，２Ｈ）；
７．５３（ｄｄ，２Ｈ，Ｊ＝８．６，１．０）。
　ＩＲ（νmax，ｃｍ-1，ＡＴＲ）：３２５０ｍ，２９６３ｍ，１６５１ｓ，１５９７ｓ
，１５３７ｓ，１４４２ｓ，７５３ｓ。
　ＭＳ［ｍ／ｚ（ＥＩ）］：２５９（Ｍ+，４％），１３５（７），９３（１００），８
３（４４），５５（３２）。
【００３２】
Ｎ，Ｎ－ジメチル－ｐ－メンタン－３－カルボキサミド（５）：
1Ｈ－ＮＭＲ（４００ＭＨｚ、ＣＤＣｌ3）：０．７３（ｄ，３Ｈ，Ｊ＝６．９，ＣＨ3）
；０．８９（ｄ，３Ｈ，Ｊ＝６．４，ＣＨ3）；０．９０（ｄ，３Ｈ，Ｊ＝６．９，ＣＨ3

）；０．９２－１．１６（ｍ，２Ｈ，ＣＨ2），１．１８（ｔｔ，１Ｈ，Ｊ＝１２．１，
１２．１，ＣＨ）；１．３０－１．４２（ｍ，１Ｈ，ＣＨ）；１．６０－１．７５（ｍ，
５Ｈ，ＣＨ，２ＣＨ2）；２．５４（ｔｄ，１Ｈ，Ｊ＝１０．８，３．５，ＣＨ）；２．
９５（ｓ，ＣＨ3）；３．０７（ｓ、ＣＨ3）。
　ＩＲ（νmax，ｃｍ-1，ＡＴＲ）：２９５１ｍ，２９３３ｍ，１６３９ｓ，１３９５ｍ
，１１１９ｍ。
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　ＭＳ［ｍ／ｚ（ＥＩ）］：２１１（Ｍ+，３０％），１６８（２２），１００（１００
），８７（９２），７２（８６），５５（４３）。
【００３３】
Ｎ，Ｎ－ジエチル－ｐ－メンタン－３－カルボキサミド（６）：
1Ｈ－ＮＭＲ（４００ＭＨｚ、ＣＤＣｌ3）：０．７５（ｄ，３Ｈ，Ｊ＝６．９，ＣＨ3）
；０．８９（ｄ，３Ｈ，Ｊ＝６．４，ＣＨ3）；０．９０（ｄ，３Ｈ，Ｊ＝６．９，ＣＨ3

）；０．９３－１．０８（ｍ，２Ｈ，ＣＨ2），１．１０（ｔ，３Ｈ，Ｊ＝７．１，ＣＨ3

）；１．１９（ｔ，３Ｈ，Ｊ＝７．１，ＣＨ3）；１．２３（ｔｔ，１Ｈ，Ｊ＝１１．９
，１２．５，ＣＨ）；１．３０－１．４２（ｍ，１Ｈ，ＣＨ）；１．６０－１．７７（ｍ
，５Ｈ，ＣＨ，２ＣＨ2）；２．４３（ｔｄ、１Ｈ，Ｊ＝１１．５，３．５，ＣＨ）；３
．２８－３．４３（ｍ，４Ｈ，２ＮＣＨ2）。
　ＩＲ（νmax，ｃｍ-1，ＡＴＲ）：２９５４ｍ，２８７１ｍ，１６３３ｓ，１４２９ｍ
，１１２１ｍ。
　ＭＳ［ｍ／ｚ（ＥＩ）］：２３９（Ｍ+，３２％），１９６（５１），１２８（１００
），１００（７３），８３（６０），７２（５６），５５（５４），４１（３８）。
【００３４】
例２：
　式Ｉで表わされる化合物の昆虫忌避薬としての効果を、式Ｉで表わされる試験化合物に
より部分的に処理された／部分的に未処理のフォーマイカ（formica）表面にさらしたチ
ャバネゴキブリを用いて測定した。
　この試験は、空気調整されている実験室内で２２℃±２℃の温度において通常の昼／夜
サイクル下に、混合された性別及び年齢のチャバネゴキブリ［ブラテラ ゲルマニカ（Bla
tella Germanica）］を用いて行った。この試験は、３日間にわたり行い、忌避効果はゴ
キブリ導入後の１日目、２日目及び３日目に評価した。
【００３５】
試験方法：
Ａ．処理
　矩形のフォーマイカ４０ｃｍｘ３０ｃｍを、２０ｍｇ／ｍ2で、式Ｉで表わされる化合
物により処理した。これは、エタノール中の試験化合物の溶液中にペーパーワイプ（ロー
ル上の断片約２０ｃｍｘ２０ｃｍ）を浸けて、過剰の液体を搾り取り、次いで当該表面上
を拭き、要求される被覆物を得ることによって達成した。これを、適用後の布の重量を測
定することによって検査した。この表面を乾燥させた。同様の矩形試料を、エタノール単
独で拭いた（未処理表面）。
【００３６】
Ｂ．バイオアッセイ
　矩形の処理されたフォーマイカ試料を、ベンチ上に置き、この矩形試料上にプラスティ
ック容器を配置した。これは、ゴキブリの逃走を防止するためのフルオン（fluon）で処
理されている。
　２枚のフォーマイカシート（１０ｃｍｘ１０ｃｍ）を、一枚が処置表面上に存在し、ま
た他の一枚が未処理表面上に存在するように、フォーマイカ上に置いた。これは、ゴキブ
リ避難所として機能する。処理領域に使用されるフォーマイカシートは、処理フォーマイ
カと同一割合で処理した。フォーマイカは２個の１ｃｍの高さのビンのフタ上に置き、ゴ
キブリのフォーマイカ下への接近を可能にした。
【００３７】
　２０匹のチャバネゴキブリ（５匹の成虫及び１５匹の幼虫）をフォーマイカの中央に入
れた。これらのゴキブリには、食物及び水は供給しなかった。
　ゴキブリ導入後の１日目、２日目及び３日目に、各避難所のゴキブリ数を数えた。各計
数後、避難場所を変え、一ヶ所に居住する可能性を回避し、避難所を再配置し、次いで死
んだゴキブリを新しいゴキブリと取り替えた。
　上記操作を３回繰り返し、全部で４回の反復試験を行った。
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【００３８】
Ｃ．化合物１（例１）の忌避性の結果：

【００３９】
Ｄ．同様の方法で、化合物２、化合物３、化合物４、化合物５及び化合物６について、忌
避性の結果を測定した。全部の結果を下記表にまとめて示す：
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　この選別実験において、全部の化合物が、３日間までの期間、良好ないし非常に良好な
ゴキブリ忌避性を示した。
【００４０】
例３：
　昆虫忌避薬としての化合物２（例１）の効果を、部分的に処理された／部分的に未処理
のフォーマイカ表面にさらしたチャバネゴキブリを用いて測定し、周知の昆虫忌避薬ＤＥ
ＥＴ（Ｎ，Ｎ－ジエチル－メタトルアミド）及びＮ－メチル－ネオデカンアミドの忌避性
と直接に比較した。
【００４１】
　この試験は、空気調整されている実験室内で２２℃±２℃の温度において通常の昼／夜
サイクル下に、混合された性別及び年齢のチャバネゴキブリ［ブラテラ ゲルマニカ（Bla
tella Germanica）］を用いて行った。この試験は、７日間にわたり行い、忌避効果はゴ
キブリ導入後の１日目、３日目、５日目及び７日目に評価した。この試験に用いられたト
レーはそれぞれ、側面１．８ｍｘ１．８ｍ及び高さ２０ｃｍの壁を有するメラミン製四角
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形トレーからなる。この壁の上部はゴキブリの逃走を防止するために電気ストリップを備
えていた。
【００４２】
試験方法：
Ａ．処理
　矩形のビニル９０ｃｍｘ１８０ｃｍを、２０ｍｇ／ｍ2で試験化合物により処理した。
これは、エタノール中の試験化合物の溶液中にペーパーワイプ（ロール上断片約２０ｃｍ
ｘ２０ｃｍ）を浸けて、過剰の液体を搾り取り、次いで当該表面上を拭き、要求される被
覆物を得ることによって達成した。これを適用後の布の重量を測定することによって検査
した。この表面を乾燥させた。
【００４３】
Ｂ．バイオアッセイ
　処理されたビニル矩形物を、トレーの一方の半分上に置いた。同様の未処理ビニル矩形
物は、トレーの他方の半分に置いた。この矩形物はエタノール単独で処理した。
　２枚のフォーマイカシート（３０ｃｍｘ３０ｃｍ）を、一枚は各トレーの１つの角に、
一方を処置表面上に、また一枚を他方の未処理表面上に置いた。これはゴキブリ避難所と
して機能した。処理領域に使用されるフォーマイカシートは、処理フォーマイカと同一割
合で処理した。フォーマイカは２個の１ｃｍ高さのビンのフタ上に置き、ゴキブリのフォ
ーマイカの下への接近を可能にした。
【００４４】
　５０匹のチャバネゴキブリ（１５匹の成虫及び３５匹の幼虫）をトレーの中央に加えた
。これらのゴキブリには、食物及び水は供給しなかった。
　ゴキブリ導入後の１日目、２日目、３日目及び７日目に、各避難所のゴキブリ数を数え
た。各計数後、避難場所を変え、一ヶ所に居住する可能性を回避し、避難所を再配置し、
次いで死んだゴキブリを新しいゴキブリと取り替えた。
　上記操作を３回反復し、全部で４回、繰り返した。
【００４５】
Ｃ．化合物２（例１）の忌避性結果：
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Ｄ．同様の方法で、ＤＥＥＴ及びＮ－メチル－ネオデカンアミドにかかわる忌避性結果を
測定した。全部の結果を下記表にまとめて示す：
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【００４７】
　化合物２は、３日の時点で、処理表面上に存在するゴキブリの数を５％よりも少なくし
、また７日後に２０％のみにした。得られた結果は基準忌避薬であるＤＥＥＴ及びＮ－メ
チル－ネオデカンアミドに比較してはるかに良好である。
【００４８】
例４：
　昆虫忌避薬としての化合物２（例１）の有効性を、化合物２により部分的に処理された
／部分的に未処理のフォーマイカ表面にさらしたアリを用いて測定し、公知昆虫忌避薬で
あるファルネソール（Farnesol）及びジヒドロファルネサル（Dihydrofarnesal）と直接
に比較した。
　この試験は、空気調整されている実験室内で２２℃±２℃の温度において通常の昼／夜
サイクル下に、混合された性別及び年齢の黒アリ（Black Ants）［オケテラス種（Ochete
llus sp）］を用いて行った。この試験は、３日間にわたり行い、忌避効果はアリ導入後
の１日目、２日目及び３日目に評価した。
【００４９】
試験方法：
Ａ．処理
　矩形のフォーマイカ４０ｃｍｘ３０ｃｍを、２０ｍｇ／ｍ2で試験化合物により処理し
た。これはエタノール中の試験化合物の溶液にペーパーワイプ（ロール上の断片約２０ｃ
ｍｘ２０ｃｍ）を浸けて、過剰の液体を搾り取り、次いで当該表面上を拭き、要求される
被覆物を得ることによって達成した。これを、適用後の布の重量を測定することによって
検査した。この表面を乾燥させた。他の半分（未処理表面）はエタノール単独で拭いた。
【００５０】
Ｂ．バイオアッセイ
　矩形の処理されたフォーマイカを、ベンチ上に置き、この矩形物上にガラス製リング（
直径２０ｃｍ）を置いた。これは、アリの逃走を防止するためにフルオンにより処理され
ている。
　小型プラスティック容器２ｃｍ径を、このフォーマイカ上に、処理表面上に１個を、ま
た未処理表面上に１個を置いた。処理表面上に置かれたプラスティック容器は、処理フォ
ーマイカと同一方法で忌避薬が適用されていた。未処理表面上のプラスティック容器はエ
タノールで拭かれている。
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【００５１】
　処理後の２４時間の時点で（１日）、２０匹のアリをフォーマイカの中央に加えた。こ
れらのアリには、食物及び水は供給しなかった。２時間後、処理表面及び未処理表面上の
アリの数を数えた。
　上記操作を３回反復し、全部で４回、繰り返した。
　上記操作を２日間及び３日間、反復した。各経過時間の時点で、新しいアリを使用した
。
【００５２】
Ｃ．化合物２（例１）のアリ忌避性結果：

【００５３】
Ｄ．同様の方法で、ファルネソール及びジヒドロファルネサルにかかわるアリ忌避効果を
測定した。全部の結果を下記表にまとめて示す：
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【００５４】
　３種の製剤は、処理後の３つの経過時間（１日間、２日間及び３日間）の時点でアリの
忌避性を示し、また３日間の時点で忌避性の減少はなかった。ファルネソール及びジヒド
ロファルネサルの場合、処理表面上のアリの平均パーセンテージは、約１７％であった。
本発明による化合物２は、これら２種の製剤よりも優れており、処理表面上のアリの平均
パーセンテージは、７．５％であった。
【００５５】
例５：
　羊毛布地上のイガの存在を減少させる化合物２（例１）の有効性を測定し、周知のイガ
忌避薬であるシトロネロール（Citronellol）及びファルネソールの忌避性と直接に比較
した。
　この試験は、空気調整されている実験室内で２２℃±２℃の温度において通常の昼／夜
サイクル下に、混合された性別及び年齢のカセメイキングイガ（Casemaking Clothes Mot
hs）［チネア ペリオネラ（Tinea pellionella）］を用いて行った。この試験は、５日間
にわたり行い、忌避効果は下記のとおりに評価した：
　成虫－昆虫導入後、２日間。
【００５６】
試験方法：
Ａ．処理
　１０ｃｍｘ１０ｃｍの殺菌剤を含有していない四角形黒色羊毛織物布地を、２０ｇ／Ｌ
のエタノール中候補忌避薬溶液に浸け、搾り、次いで乾燥させた。この四角の布地を、一
端が開放されており、イガ成虫の入場が可能されている小型箱（５ｃｍｘ１０ｃｍｘ１０
ｃｍ）中に入れた。
　エタノールで処理した同様の四角形布地（対照）を、同一大きさのもう一つの箱に入れ
た。
【００５７】
Ｂ．バイオアッセイ
　これら２個の箱を、水槽に入れ、５０匹の混合性別のイガ成虫を入れた。これらには餌
及び水を与え、５日間にわたり放置した。
　２日間の終了時点で、各箱内のイガ成虫の数を数えた。
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　上記操作を３回反復し、全部で４回、繰り返した。
【００５８】
Ｃ．イガ成虫忌避性結果：

【００５９】
Ｅ．結果
　成虫忌避性：
　本発明による化合物２は、基準忌避薬であるシトロネロール及びファルネソールと同様
の忌避活性を示し、その差は小さい（処理表面上の成虫は２３．９％～２９．４％の範囲
）。
例６：
　床クリーナー用途におけるゴキブリ忌避試験
　式Ｉで表わされる化合物の昆虫忌避薬としての有効性を、式Ｉで表わされる被験化合物
により部分的に処理された／部分的に未処理の表面にさらしたチャバネゴキブリ［ブラテ
ラ・ゲルマニカ（Blattella germanica）］を用いて試験した。この効果は、試験領域内
の２種の区域中のゴキブリ数を一定の間隔で数え、またゴキブリの挙動を観察することに
よって測定した。
【００６０】
　この試験には、１２ｍ2の地面面積を有し、アエロゾル型の効果試験用試験標準ＡＦＮ
ＯＲ ＮＦＴ ７２－３２０を満たす３０ｍ3の試験室を使用した。
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　試験昆虫：両方の性の２～１５日齢のチャバネゴキブリ［ブラテラ ゲルマニカ（Blate
lla Germanica）］（血統標準ＩＮＡ）。
　この部屋の地表面を、黒色接着テープにより対角線的に２つの等面積に分けた。表面の
中央部に、直径３０ｃｍの円形の印を付けた。
　中央部の円形部分を除き、表面の一方の半分は、式Ｉで表わされる試験化合物を含有す
るクリーナー溶液５ｍｌで処理した。
【００６１】
　処理表面を再度、乾燥させた後、この表面の中央の円形部分に４０匹のゴキブリを入れ
た。１時間の経過時間中、５分毎に、ゴキブリの位置を測定した。
　各時点で、未処理側上の昆虫の数（％単位による）を測定した。
例７：
　例１０に従い製造された一般的全目的クリーナー（ＡＰＣ）に、Ｎ－エチル－ｐ－メン
タン－３－カルボキサミド（２）を０．０５重量％の割合で添加した。この床クリーナー
原液を、水で２％に稀釈し、この溶液Ａ　５ｍｌを試験表面の一方の半分に適用した（例
１）。同様に、ネプタラクトン（基準忌避薬）を含有する溶液Ｂを製造し、試験した。結
果を下記表にまとめて示す：
【００６２】

　化合物２を含有するＡＰＣは、非常に良好な忌避性を示し、基準忌避薬であるネプタラ
クトンを含有するＡＰＣに比較し、はるかに良好であった。
【００６３】
例８：
　香水組成物のアリ忌避有効性を、半分を被験香水組成物で処理したアリーナの処理側上
のアリ数データを分析することによって測定した。この試験に使用された昆虫は、野生集
落からの労働アリであるイエヒメアリ（pharaoh ants）［モノモリウム ファラオニス（M
onomorium pharaonis）］であった。試験前に、全部のアリについて、それらの触覚が完
全に残されているかを検査した。１回の試験あたりで２０匹のアリを使用した。
【００６４】
試験方法：
Ａ．処理
　４０ｃｍｘ７０ｃｍのアリーナの一方の半分を、１０ｇ／ｍ2で試験溶液により処理し
た。これは、０．５％香水Ａ及びＢをそれぞれ含有するエタノール性溶液をアリーナの床
に直接に噴霧することによって達成した。前後に、ポンプ噴霧重量を測定した。アリーナ
の他方の半分は、エタノール単独で処理した。
【００６５】
Ｂ．バイオアッセイ
　アリをアリーナの未処理側上に導入し、それらの挙動を、アリが境界を横切って製品に
近づくか、又は逆戻りして、横切るのをやめるかについて記録することによって監視した
。アリの挙動に対する方向の偏りがないことを確実にするため、アリーナは１８０°回転
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かについて記録することによって監視した。各試験について、２回の反復試験を行った。
Ｃ．データ分析
　忌避性結果は、下記方程式を用いて計算した：忌避性＝（境界から戻るアリの数／境界
に接近するアリの数）ｘ１００。
【００６６】
例９：
　化合物２（例１）を含有する香水組成物のアリ忌避有効性を、例８に記載の方法に従い
測定した。この香水組成物（香水Ａ）の忌避性を、化合物２を含有していない組成物と比
較した。
　被験香水Ａ及びＢの組成物：
【００６７】

【００６８】
1)３，７，１１－トリメチル－２，６，１０－ドデカトリエン－１－オール
2)１－（１，２，８，８，－テトラメチル－１，２，３，４，５，６，７，８－オクタヒ
ドロ－ナフタレン－２－イル）－
3)（３Ｅ）－４－（２，６，６－トリメチル－１－シクロヘキセン－１－イル）－３－ブ
テン－２－オン
4)３，７－ジメチル－１，６－オクタジエン－３－オール
5)２－シクロヘキシリデン－２－フェニルアセトニトリル
【００６９】
　忌避性結果：
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【００７０】
　香水Ａは、９６％（適用後）～７４％（適用して３日間後）の範囲で、アリに対して非
常に良好な忌避性を付与し、化合物２を含有していない対応する香水（香水Ｂ）に比較し
て総合的に良好な忌避性を有していた。
例１０：
　本発明において使用するのに適する組成物は、下記組成物を包含する：
Ａ．全目的用クリーナー（APC CLAIC：FBA001）
【００７１】
成分　　　　　　　　　　化学名　　　　　　　　　重量／重量％
相Ａ
クエン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０５
脱イオン水　　　　　　　　　　　　　　　全量を１００にする量
相Ｂ
ホスタピュアＳＡＳ６０　Ｎａパラフィンスルホネート　２．００
（ＨＯＳＴＡＰＵＲ）
ネオドール９１／８　　エトキシル化脂肪アルコール　　１．００
（ＮＥＯＤＯＬ）　　　Ｃ9Ｃ11８ＥＯ
ドワノールＤＰｎＢ　　プロピレングリコールの　　　　４．００
（ＤＯＷＡＮＯＬ）　　ｎ－ブチルエーテル
ＴＥＡ（８８％）　　　トリエタノールアミン　　　　　１．００
ＮａＯＨ（５０％）　　水酸化ナトリウム　　　　　　　１．２０
相Ｃ
パルメトールＤＦ３５　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（ＰＡＲＭＥＴＯＬ）
Ｎ－エチル－ｐ－メンタン－３－カルボキサミド　　　　０．１
【００７２】
方法：
　撹拌しながら、Ａ部分、Ｂ部分及びＣ部分を順次添加する。この最終生成物のｐＨ値は
、９．３である。
Ｂ．全目的用クリーナー（ＡＰＣ殺菌剤：ＦＢＡ ００５）
【００７３】
成分　　　　　　　　　　　　化学名　　　　　　　重量／重量％
脱イオン水　　　　　　　　　　　　　　　　全量を１００にする量
クエン酸三ナトリウム・２Ｈ2Ｏ　　　　　　　　　　　　　 ０．８
トリロンＢ　　　　　　　ＥＤＴＡの四ナトリウム塩　　　　０．４
（ＴＲＩＬＯＮ）
トリロンＡ９２　　　　　ＥＤＴＡの三ナトリウム塩　　　　０．２
アークエード１６／２９　ヘキサデシルトリメチル　　　　　３．５
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（ＡＲＱＵＡＤ）　　　　アンモニウムクロライド
ネオドール４５／７　　　エトキシル化脂肪アルコール　　　１．０
（ＮＥＯＤＯＬ）　　　　Ｃ14－Ｃ15　７ＥＯ
ＢＤＧＥ　　　　　　　　ブチルジオキシトール　　　　　　４．０
パルメトールＡ２６　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（ＰＡＲＭＥＴＯＬ）
Ｎ－エチル－ｐ－メンタン－３－カルボキサミド（２）　　　０．１
方法：
　室温において、種々の成分を挙げられている順序で混合する。
　最終生成物のｐＨは、８．１である。
【００７４】
Ｃ．全目的用クリーナー［ＡＰＣ 石鹸様クリーナー（SOAPY CLEANER）：ＦＢＡ００６］
：
【００７５】
成分　　　　　　　　　　　化学名　　　　　　　　　重量／重量％
脱イオン水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５０．００
ココナツ油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．００
ＴＥＡ（９８％）　　　トリエタノールアミン　　　　　　１．５０
ＫＯＨ（５０％）　　　水酸化カリウム　　　　　　　　　０．４０
脱イオン水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０．００
カルビトール　　　　　エトキシジグリコール　　　　　　３．００
（ＣＡＲＢＩＴＯＬ）
ネオドール９１／８　　エトキシル化脂肪アルコール　　　６．００
（ＮＥＯＤＯＬ）　　　Ｃ9Ｃ11・ ８ＥＯ
Ｎ－エチル－ｐ－メンタン－３－カルボキサミド（２）　　０．１０
水　　　　　　　　　　　　　　　　　全量を１００．００にする量
【００７６】
方法：
　脱イオン水の５０％を撹拌しながら４５℃に加熱する。ＫＯＨ、ＴＥＡ及びココナツ油
を順に添加する。１５分間、撹拌する。撹拌しながら脱イオン水の３０％、カルビトール
、ネオドール９１／８及びＮ－エチル－ｐ－メンタン－３－カルボキサミドを順に添加す
る。１５分間、撹拌する。残りの脱イオン水を添加し、ＫＯＨ（５０％）によりｐＨを８
．５に調節する。５分間、撹拌する。
【００７７】
Ｄ．ヒドロアルコール性クリーム（ＤＥＤ００２）
成分　　　　　　　　　　化学名　　　　　　　　　　 重量／重量
相Ａ
ＢＲＩＪ７２　　　　ステアレス－２　　　　　　　　　４．００
ＢＲＩＪ７２１　　　ステアレス－２１　　　　　　　　２．００
アルラモルＥ　　　　ＰＰＧ－１５ステアリル　　　　　８．５０
（ＡＲＬＡＭＯＬ）　エーテル
ステアリルアルコール　ステアリルアルコール　　　　　１．５０
（ＳＴＥＡＲＹＬ
ＡＬＣＯＨＯＬ）
パラフィン油　　　　　鉱油　　　　　　　　　　　　　４．００
（ＰＡＲＡＦＦＩＮ）
セチオールＯＥ　　　　ジカプリリルエーテル　　　　　３．００
（ＣＥＴＩＯＬ）
相Ｂ
カルボポール９８０　　カルボマー　　　　　　　　　　０．２５
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（ＣＡＲＢＯＰＯＬ）
脱鉱物水　　　　　　　　　　　　　　　　　全量を１００にする量
相Ｃ
ＮａＯＨ（１０％）　　水酸化ナトリウム　　ｐＨを６．０～６．５
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にする量
相Ｄ
エチルアルコール９６　アルコール　　　　　　　　　２０．００
Ｎ－エチル－ｐ－メンタン－３－カルボキサミド　　　　０．５０
（２）
【００７８】
方法：
　水中にカルボポールを４５℃で分散させ、次いで相Ａ及びＢを同一温度（ほぼ７０℃）
まで高撹拌下に加熱する。冷却させ、次いで水酸化ナトリウム、アルコール及びＮ－エチ
ル－ｐ－メンタン－３－カルボキサミドを添加する。
【００７９】
Ｅ．ＡＨＡクリームゲル：ＤＥＤ００４
成分　　　　　　　　　　化学名　　　　　　　　　　重量／重量
クロダモルＭＭ　　　ミリスチルミリステート　　　　　３．００
（ＣＲＯＤＡＭＯＬ）
セピゲル３０５　　　ポリアクリルアミド、Ｃ１３－　　４．００
（ＳＥＰＩＧＥＬ）　Ｃ１４イソパラフィン、ラウ
　　　　　　　　　　レス（Ｌａｕｒｅｔｈ）７
脱イオン水　　　　　　　　　　　　　　　　全量を１００にする量
ＡＨＡコンセン　　　クエン酸、酒石酸、乳酸、　　　　５．００
トレート　　　　　　リンゴ酸、アスコルビン酸、
　　　　　　　　　　グリコール酸、サリチル酸
ゲルマベンＩＩ　　　プロピレングリコール、ジ　　　　１．００
（ＧＥＲＭＡＢＥＮ）　アゾリジニル尿素、メチル
　　　　　　　　　　　パラベン、プロピルパラベン
Ｎ－エチル－ｐ－メンタン－３－カルボキサミド　　　　０．５０
（２）
【００８０】
方法：
　クロダモルＭＭを６０℃に加熱する。５０℃において撹拌しながら、セピゲルを添加す
る。次いで、５０℃に予備加熱した水を、撹拌しながら添加する。４０℃において、残り
の成分を添加する。水酸化ナトリウム（２５％）によりｐＨを調整する。
【００８１】
Ｆ．ヒドロゲル（ＤＥＤ００５）
成分　　　　　　　　　　　　化学名　　　　　　　　重量／重量
カルボポール９８０　　　カルボマー　　　　　　　　　０．５０
（ＣＡＲＢＯＰＯＬ）
ペムレンＴＲ１　　　　　アクリレート／Ｃ10－Ｃ30　　０．２０
（ＰＥＭＵＬＥＮ）　　　アルキルアクリレート交差
　　　　　　　　　　　　共重合体
ラブラゲルＣＧ　　　　　ポリグリセリルメタアクリ　　０．５０
（ＬＵＢＲＡＧＥＬ）　　レート＆プロピレングリ
　　　　　　　　　　　　コール
ユーコン７５Ｈ４５０　　ＰＥＧ／ＰＰＧ－１７／６　　１．００
（ＵＣＯＮ）　　　　　　共重合体
グリセリン　　　　　　　グリセロール　　　　　　　　４．００
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（ＧＬＹＣＥＲＩＮ）
Ｄパンテノール　　　　　パンテノール　　　　　　　　２．００
（Ｄ　ＰＡＮＴＨＥＮＯＬ）
ヘキシレングリコール　　ヘキシレングリコール　　　　２．００
（ＨＥＸＹＬＥＮＥ
ＧＬＹＣＯＬ）
脱イオン水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７７．９０
ゲルマル１１５　　　　　イミダゾリジニル尿素　　　　　０．６０
（ＧＥＲＭＡＬＬ）
脱イオン水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．００
ＮａＯＨ（１０％）　　　水酸化ナトリウム　　ｐＨ＝５．５０にす
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る適量
クレモホールＲＨ４０　　ＰＥＧ４０水素添加ヒマシ油　　１．００
（ＣＲＥＭＯＰＨＯＲ）
Ｎ－エチル－ｐ－メンタン－３－カルボキサミド（２）　　０．５０
【００８２】
方法：
　Ｄ－パンテノール及びグリセロールを水に添加し、次いでカルボポール９８０を分散さ
せ、次いでペムレンＴＲ１を添加し、次いで残りの成分を添加する。
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